
泊発電所３号炉　前回審査資料に対する記載適正化箇所リスト

No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

1

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102 r.14.0）

1.2-9,25～28

条文内整合のため，記載を適正化（下線部参照）
設計基準事故対処設備が有する機能について記載している箇所のため，適正
化した。

（旧）蒸気発生器２次側からの除熱による発電用原子炉の冷却
（新）２次冷却設備からの除熱による発電用原子炉の冷却

2

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102-9 r.13.0）

1.2-8,25～27
同上
上記修正に伴い，相違理由を追記した。

3

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102 r.14.0）

1.2-12

条文内整合のため、記載を適正化（下線部参照）

（旧）充てんポンプにより発電用原子炉への注水に使用する設備
（新）充てんポンプによる発電用原子炉への注水で使用する設備

4

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102-9 r.13.0）

1.2-10 同上

5

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102 r.14.0）

1.2-16

記載表現の適正化（下線部参照）

（旧）タービンバイパス弁を使用して蒸気発生器２次側からの除熱による発
電用原子炉の冷却（蒸気放出）に使用する設備
（新）タービンバイパス弁を使用した蒸気発生器２次側からの除熱による発
電用原子炉の冷却（蒸気放出）に使用する設備

6

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102-9 r.13.0）

1.2-13 同上

7

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102 r.14.0）

1.2-20

脱字訂正（下線部参照）

（旧）可搬型大型送水ポンプ
（新）可搬型大型送水ポンプ車

技術的能力 1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

8

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102-9 r.13.0）

1.2-16 同上

9

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102 r.14.0）

1.2-33

条文内整合のため、記載を適正化（下線部参照）

操作手順⑧
（旧）蒸気発生器の２次側
（新）蒸気発生器２次側

操作手順⑩
（旧）１次冷却材温度（広域－高温側）により発電用原子炉が冷却状態にあ
ること
（新）１次冷却材温度（広域－高温側）等により発電用原子炉が冷却状態に
あること

10

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102-9 r.13.0）

1.2-30 同上

11

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102 r.14.0）

1.2-35

条文間整合のため、記載を適正化（下線部参照）

操作手順⑥
（旧）海水取水箇所に水中ポンプを設置する。
（新）海水取水箇所に水中ポンプを水面より低く，かつ着底しない位置に設
置する。

12

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102-9 r.13.0）

1.2-31 同上

13

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102 r.14.0）

1.2-35,39,42

条文間整合のため、記載を適正化（下線部参照）

操作手順
（旧）蒸気発生器への注水が可能となり，その他の注水手段が喪失していれ
ば，
（新）蒸気発生器への注水が可能となり，かつその他の注水手段が喪失して
いれば，
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

14

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102-9 r.13.0）

1.2-31,34,36
同上
上記修正に伴い，相違理由を追記した。

15

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102 r.14.0）

1.2-36,39,43

条文内整合のため、記載を適正化（下線部参照）

操作手順
（旧）蒸気発生器水位の上昇等
（新）蒸気発生器水位（広域）の上昇等

16

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102-9 r.13.0）

1.2-32,34,36
同上
上記修正に伴い，相違理由を追記した。

17

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102 r.14.0）

1.2-39,43

条文内整合のため、記載を適正化（下線部参照）

操作手順⑪
（旧）蒸気発生器水位が監視可能な範囲を維持するため
（新）蒸気発生器水位を監視可能な範囲に維持するため

18

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102-9 r.13.0）

1.2-34,37 同上

19

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102 r.14.0）

1.2-57

誤記訂正（下線部参照）

（旧）フロントライン系機能喪失時の対応手段
（新）フロントライン系故障時の対応手段

20

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102-9 r.13.0）

1.2-50 同上
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No 資料名称 該当ページ 適正化内容 備考

21

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102 r.14.0）

1.2-65

条文内整合のため，記載を適正化
第1.2.1表　機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順
　
SG直接給水用高圧ポンプによる蒸気発生器への注水のうち，SG直接給水用高
圧ポンプに「＊４」を追記し，注記欄に「＊４：蒸気発生器へ淡水又は海水
を長時間注水する場合は蒸気発生器ブローダウンラインにより排水を行
う。」を追記した。
以降の注記の附番を繰り下げた。

22

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102-9 r.13.0）

1.2-63 同上

23

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102 r.14.0）

1.2-66

条文内整合のため，記載を適正化
第1.2.1表　機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順

注記の記載を下記の通り修正した。（下線部参照）
（旧）蒸気発生器へ淡水又は海水を注水する場合は蒸気発生器ブローダウン
ラインにより排水を行う。
（新）蒸気発生器へ淡水又は海水を長時間注水する場合は蒸気発生器ブロー
ダウンラインにより排水を行う。

24

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102-9 r.13.0）

1.2-64 同上

25

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102 r.14.0）

1.2-67

条文内整合のため，記載を適正化
第1.2.1表　機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順

対応手段「常設代替交流電源設備による電動補助給水ポンプの機能回復」に
ついて，同じ水源を使用する対応手段「現場手動操作によるタービン動補助
給水ポンプの機能回復」との整合を図って，蒸気発生器へ淡水又は海水を長
時間注水する場合は蒸気発生器ブローダウンラインにより排水を行うことを
示す注記「＊４」を追記した。

26

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料　比較表
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102-9 r.13.0）

1.2-65 同上
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27

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102 r.14.0）

1.2-89

誤記訂正
「第1.2.10図　海水を用いた可搬型大型送水ポンプ車による蒸気発生器への
注水　概要図（1/2）」において，可搬型大型送水ポンプ車の起動を示す操
作手順番号を以下の通り修正した。

（旧）⑨
（新）⑩

28

泊発電所３号炉　「実用発電用原子炉に係る発電用原
子炉設置者の重大事故の発生及び拡大の防止に必要な
措置を実施するために必要な技術的能力に係る審査基
準」に係る適合状況説明資料
1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子
炉を冷却するための手順等（SAT102 r.13.0）

1.2-92 同上
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